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律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
区

ご
と
に
所
定
の
日
時
、
場
所
に
出

す
「
燃
や
せ
る
ご
み
」「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」「
埋
め
立
て
ご
み
」

各
戸
ご
と
に
収
集
す
る
「
粗
大
ご

み
」
に
分
別
し
、
指
定
さ
れ
た
方

法
で
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
の
ル
ー
ル
が
守
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
特
に
多
い
の
は

①
定
め
ら
れ
た
日
時
を
守
ら
ず
に

　
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
る

②
指
定
さ
れ
て
い
る
ご
み
袋
で
出

　
さ
れ
て
い
な
い

③
粗
大
ご
み
が
集
積
所
に
出
さ
れ

　
て
い
る

の
３
つ
で
す
。
①
の
場
合
、
集
積

所
に
ご
み
が
山
積
み
に
放
置
さ
れ

て
い
る
と
、
ポ
イ
捨
て
や
放
火
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

　
②
③
の
場
合
は
、
ご
み
収
集
業

者
は
回
収
せ
ず
、
い
つ
ま
で
も
集

積
所
に
置
き
去
り
に
さ
れ
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
悪
臭
や
害
虫
の
発

生
、
さ
ら
な
る
粗
大
ご
み
の
投
棄

を
招
き
ま
す
。

　
快
適
に
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

登
米
市
の
ご
み
の
現
状

　
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
か
ら

は
、
毎
日
大
量
の
ご
み
が
出
て
い

ま
す
。
市
全
体
の
ご
み
の
量
（
資

源
ご
み
を
含
む
）
は
２
３
，
７
７

７
亅
で
、
平
成
　
年
度
を
ピ
ー
ク

１５

に
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
が
、　１９

年
度
に
集
積
所
か
ら
収
集
さ
れ
た

家
庭
ご
み
の
量
は
１
０
，
９
０
４

亅
で
、
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
【
図
１
】。

　
ご
み
は
、「
捨
て
る
」
か
「
リ

サ
イ
ク
ル
」
で
処
理
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
以
前
は
庭
な
ど
で

焼
却
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害

ガ
ス
が
発
生
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

野
焼
き
は
平
成
　
年
４
月
か
ら
法

１３

　【図１】市のごみ全体量と家庭ごみ量の推移

　　
一
人
一
人
が
物
を
大
切
に
使
い
、
分
別
を
徹
底
す
れ
ば
、
必
ず
ご
み
は
も
っ

と
減
ら
せ
る
は
ず
で
す
。「
面
倒
く
さ
い
」
と
か
「
一
人
ぐ
ら
い
大
丈
夫
」
と

い
う
気
持
ち
は
、
ご
み
減
量
に
禁
物
で
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
利
用
す

る
た
め
、
資
源
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

家庭ごみ 全搬入量

ごみはきちんと分別し、リサイクルに取り組みましょごみはきちんと分別し、リサイクルに取り組みましょうう
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減らそうごみ 取り組もうリサイクル
「まっいいか！」本当にそれでいいですか？
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家
庭
か
ら
毎
日
出
さ
れ
る
大
量

の
ご
み
。
そ
の
約
６
割
が
食
材
や

生
活
用
品
な
ど
の
容
器
、
包
装
と

し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
容
器
や
包
装
を
再
資
源
化

す
る
た
め
、
平
成
９
年
に
「
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
施
行
さ

れ
、
分
別
収
集
が
本
格
的
に
始
ま

り
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
で
は
容
器
包
装
廃
棄

物
も
含
め
た
　
種
類
（
ビ
ン
、
缶
、

１１

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

１．資源消費を減らす（Ｒeduce リデュース）
●使い捨て容器を避け、牛乳瓶やビール瓶のように何

度も使えるリターナブル容器や、中身を詰め替えて使

える商品を選びましょう。また、買い物に行くときは、

マイバッグ（買い物袋）を持参しましょう。

２．繰り返し使用する（Ｒeuse リユース）
●電化製品などの耐久消費財は、直せるものは修理し

て長く使いましょう。

●まだ使えるものは、知人に譲ったり、バザーやフ

リーマーケットを活用し、単にごみとして廃棄しない

ようにしましょう。

３．もう一度資源として利用する

　　　　　　　　　　（Ｒecycle リサイクル）
●空き缶や空き瓶、ペットボトルなどの容器や、新聞

紙、段ボール、古布などの資源ごみは分別しリサイク

ルごみとして出しましょう。

●生ごみはコンポストや生ごみ処理機などで処理し、

肥料として利用しましょう。

４．ごみとなるものを断つ

　　　　　　　　　　（Ｒefuse リフューズ）
●使い捨て型の生活を見直し、購入の際は、もう一度

本当に必要なものかどうか考えてから購入しましょう。

取り組みましょう
ごみを減らす「４つのＲ」

使
い
終
わ
っ
た
ら

リ
サ
イ
ク
ル

製
ボ
ト
ル
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
新
聞
、

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
箱
・
包
装

紙
、
紙
パ
ッ
ク
、
古
着
）
を
分
別

収
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
大
型
店
舗
で
は
、

店
頭
に
回
収
箱
を
設
置
し
、
白
色

ト
レ
ー
の
分
別
収
集
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ご
み
を
処
理
す
る
費
用
の
多
く

は
、
ご
み
指
定
袋
な
ど
の
手
数
料

の
ほ
か
、
市
民
皆
さ
ん
の
税
金
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
正
し
い
分
別

は
、
経
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
積
極
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

徹底しよう、ごみの分別
出し方の注意点対象となるものごみの種類

・生ごみは十分に水を切る。

・くしなど危険なものは新

　聞紙に包んでごみ袋に。

・台所ごみ、紙くず

・肌着類など
燃やせるごみ

ご
み
（
４
種
類
）

・割れたガラスや陶器類、

　刃物類の危険な物は、

　新聞紙に包んでごみ袋に。

・ガラス、陶器類

・金属類など
燃やせないごみ

・ペット用砂

・焼却灰（軽微なもの）
埋め立てごみ

・申し込みを受けて回収す

　る粗大ごみは、市内家庭

　の分のみとなります。

・家具、家電、寝具

・台所製品など
粗大ごみ

・軽く洗う。プラスチック

　キャップは燃やせるごみ

　に。
ビン類

資
源
ご
み
（
　
種
類
）

１１

・軽く洗う。潰さない。
缶類（アルミ

・スチール）

・軽く洗う。キャップは外

　して燃やせるごみに。
ペットボトル

・軽く洗う。キャップ、ポ

　ンプ類は外して燃やせる

　ごみに。

プラスチック製

ボトル容器

・使いきり、穴を開けガス

　を抜いてから。キャップ

　類は燃やせるごみに。
スプレー缶

・それぞれの種類ごとにひ

　もで十字に結ぶ。

・紙パックは切り開き、き

　れいに洗って乾燥させて

　から出す。

・雨天時には出さない。

新聞紙・広告紙

雑誌・古本

段ボール

紙箱・包装紙

紙パック

布類

・各店舗の出し方に従って

　出す。
白色トレー

・植物性の廃食油に限り

　ます。
廃食油

　※ごみ、資源ごみ、廃食油などの出し方および収集日は「ごみ、資源ご

　　み収集カレンダー」でご確認ください。

　リサイクルできる物か

　どうかは、下記マーク

　を確認してください。


